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持二摘は 1 n  29  
多-'t町時ヨト1誌に位悼するとととする

;ft，はn今藤田所長から抑制介されましたお1<，
防111身白ι:J ( . であります
ととに就き講師せよとのy，HIがあり交したので，r兵撚と科串」と丑ふ副題の-FIこ，近代兵総は
科務をH 何度に利! l I したものであり，制限の凡ての棉I"Jに捗ってJ . ! : ' るのであれ J ] つ梓来も亦
知るべきも白であるととを，制〈血怖的に抑frfiL¥'J げたいと存じます
抑Ij(，知町主"

時に比すれは非常にA l 大なる出回であり，鞍棋は北立中立に鈴て叩Oklll に謹し，時出火砲官
時の濁帥IE面白取組に比すれば三惜字以上と左り. ltfliだけでも， 日露砿φ4'天台柱。取脇町
三倍にもなるのであります え除、11は日露砧{ J i ' 1 C比すれば柏んど: t t 1 . f ' 1 {もつかぬ担北大なもので
あります 帥ち日露政争に於ける馳:此11).、約 20 償問であったが，此の度町立卵、作製に於ては
本年 3 Jlまでの臨時以俳'JIとして結合同協賛をを呈けたるものだけで，仮に ]20 ( ! !聞となって
ゐる
円木内地白 3倍に泣きh配地域を Ilj制し，

を本l越しました 其円他臼梢耐の新'1'央政描も今や1制亡成立せんとしてをりま Lて梓致摘をし
て終に置の:1¥づる所なからしめんとしつつあります

王山陛
Jl I 兵の巧捗と日l悼の優先匂が主

匂りであります而して兵総には小此あり，1Ji:fJの柵閥抗あれ大小各極町J 砲あり，職"，あり
飛行出ib V，観測川市北串丘一時あり，引判踊棋のi Um世話出ありて，
JIl兵?i与がありまして，Jt'D陸軍Iも千諮問別でありますから，本日は訴を冊目1たらしむるため，必
に間企近代税唱の花形たる飛行慣と，之を立候すべき悶射胞に収めて，近代長総が如何にl'f!i4

てn:る ζ とを'1'述べたいとイfじます
先づ順序として最初に悶射砲をはて飛行慢を射慢する方法金時a致しませう
飛行掛金射隼監します時には
.1， tWの辿

1.  
の時1111を裂しますから，今iU旧iしたる目庇と方向と凶山由主5tを器として，開丸功、砲口
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を出てから剖聞に建 F るまでの時J lJI，slJち経h臨時間に他十る修iE北を算定せねばならぬ
3  拭に上述v ld正証; を加耳したる所初虫尺距離や方向を火砲に司法せねばならね
3  飛行揖を射感ずるには量門相え胞のi'l i輯射S慢を行ひ，量抑白破裂J/i.力髄圃内に晴行闘を
匂擁するをJizJ込と しますが，此の柿苅闘が]飛行挫よ り低ければ之を市〈し，是に証して
同IIiri'聞が7隠す闘より刊ければ之剖a( し，以てf破裂戚力閣を nl:11亡串 0 1:，災R fC悼E
を加へねばなら札

唱し日出が歩兵又は騎兵白如き辿庄の越さものであるならば，以よ円拙Itは酷り凶艇で友い
のでありますが} 飛行掛白却を快辿む持たるもりにイf りましては仲々簡単でない 恰l>Jt剖It1j
' " の切り合ひの如〈

花氏の11苛り下さんとする剖先をl民で臨め，同時i乙山加古で之に到すゐ防止の方怯を!PJiJ.とし，
明院に型動を命じ. 覗"1を以て阻を防止するや否や，由民反取をjJ f iへるととが必裂であ
り， 1m も凡てがー臨時に山行されねばたらね

と向山に，飛行掛t乙到しましても
問削殴BMと，J?:%槻Bi >，泊朝問!1Mc.，拙川ω酬とが間協同 〈叫般的IC，而も瞬間 l亡祈
動せねばならぬのであります

即ちE5神経の作IIJにより否人白人由作曲闘が心身閉せ守して活動する1加を器材を聾します
赴は持却の叶算総や世話たどでは到底itの悶的を主主するととは出来ませね 越が語新式の前射
砲には仰れの同耶でも
1. I D l 削世闘に帥油断る防巧な; ; . ['J lIJin耳制 1'(をl仲川し，叫に附舗の眼鏡で 111裂をm ひ.11.つ
必要の阿佐を動かしさへすれば，n動的によjl¥の引 JIが行はれる械になり，

2. 
3  又射般の修正を行ふにも，1.動 1H":Jr.務信の 1.1盛を府監に臨じ抄動さへすれば. *!iJtりまIli

ちIC ¥.;rr.されて，修正されたJ，尺距般が火胞にIJl.ばれる扱になるのであります
でありますから，日射砲では現はれてくる同世に雌じてJ < 尺を辿鎖的に動かしてI !
へ -tit..tf. 火砲にffH庄がかかり，打方準備は出来るのであります、此"-'Esの甘断的兵器は闘訓
大砧川11亡削:11せら札，
の附仲と'1' して且いでありませう
向Jlli1-i世田軒般に於て! 桂川出は混揺の際には1'11;;;J土J!えたくと も，M 行出より混ずる骨密
を辿って射調書す。ととも山家ます 克も射鯵梢此や射幣辿庄は1'1艇をりJ;iJlし叫るまよ官に比す;L
ば拡るととは巴むを叫ませぬ 聞も此のJ [a骨慢は従来依存にて越さ分ける方式のみでありまし
たが，赴では結iY乎白州日も影響し，殺打も随分同紙でありますから.

fyを開で且る方式
にまで出: 1Pしつつある柑であります 帥ち科修の地歩は世に「目育児鍛砲」たる官業を官五なか
らしむるに至ったと巾して五是正注いでせヨ え火砲で11悼を問中するにして色 小説やrf.i式火
砲v :T.n(.  

いも自であるが，今 Hでは赴iζ川 フる北砂!}U冊子も， !尚必のチ 1イスに描らざる品JI治句史聞に
m車る措にたりました
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敵の7世1i揖攻" " 乙到し袋IUIを先糸に防禦するには，.iilt1:-醐白J、砲のみにては不寸分であり
まして，理処l的に'1'しますれば，
と苅射掛閥抗等の』世陸のk }宇佐古必ずるのでるります 即ち 7000- 剖 00111 以上の向車比到して
は，射距離大にして口i軍大なる丸山ぞ挺し，3仙 U......l刷 O川より SOOO.......!J帥Om IJ'i.の詰川にはl'f
砲ロ揮が油市である グ人し aooo-.IOOO 以下の低空を快出を以て飛行する伺即応11しまして
は，イりと '1'してもJ、胞は口係大なる松，
砲が望ま しいのである 克 l ζ-A l 低誌のものに封しては市肘幽闘技のi l l ! 組射宰を利回とするの
でb り注す赴等の兵器を如何にi官令して防閉すべきやは，防禦すべき地直白要度，111去! 地
帯J七の他蹴々自国111I乙f/{ りプじまるものでありまして，中 k f1ul'jLではないのであります
以上は防誌の間裂でありますがl 次に火砲主部分的に升析して抑認をI ¥'_lげませフ
火砲の他身は谷間¥知同:1m < 銅製であ りますが，ュl企は>:n函のが」諜制ではた く，エツケルとか毛
リプデンとか y U - J . とかの特Dll円 J成分生方へP 抗地!Jを優先ならしめた砲身捌であります
而" て通常 t品目特殊の砲身紫付金 i分に指針1し，之に孔金銀ち臨'1'に佐桂をJHったもの( ラ
イフリンク J であります
然し近出は韮 E射距離の法大企史文するため，制辿 (マヅル・ベロユノチー〉が益主大とたり，
f世って他腔内にjJ nはる火1換の酎 JJが梓し〈増加するのみたらや: ' : ! :出の射lI>JiliiJl'でiili棋材育轄す
る却をものにありましては，マ字通の誼砲1府では l'分でたい枇rc，J..丘町では砲腔内ifiitc ; 1ートフ
レ Y グージ即ち出己l.'¥H埼?と冊し，
たものがあります 倒へば陛'lJlが同帥kg と恨定すれば，晶より大たる，間へば山OOkg の静
止哨! Jをカ"へてJ 刷陸内聞に鴫め: ii.:;7，、嬰犯を奥へて世き，撚る桂臨時金施し砲身を光成するの
であります :11::1ま夕、砲の抗堪力金大たらしめ毛針日を五n史的に防，1する方世でありまして，所前
抗新科勝。雄叩であ ります 叉此内自己量制1m.大帽た於て欧洲J、職以後に;，l:成したる逝砲術の
地歩であります
え丘間的世i射砲は唖射辿庄が 1分110 20 珪或はo J'; L以上と云五 3m < 増加しましたか
ら， 寵引の耐力で人胞が劾掃しては十分の辿皮を:1.¥すζとが11¥米ない 従って砲身だけが盟肘
起にi1!!Jliし，砲県以下は償制だにもしたい慌に' f t . ' 定せしむる必裂があ ります
掛を附''iriずるのであるが，従来は* 周現下i I ! 掛之輔し，グリスリンをmひ伎座には涜怖の柿段力
を手IJm したのが骨組でありましたが，近凶はi証直に邸搾盆鉱を{削11したものが多い 兵点る闘
では純宜講3えは晶、自主主斯を間111 したものあるやラに聞いて府ります

作!と '1'しま しても，火胞に使JIIするグリスリンは少北であ りますが大難見畷の山科として
す治ち 石崎製油 I:;fiの亘iJkli，拘たる直前から製描するを此も師桝的とする 目J't;>ffli's/jを'，'，'tYI，V'iJA
K てI担四してお曲を作り，持の副乱4句として立を判るのである 換官すれば祈曲目食盟水に博
解しない甘町金利I)JIして，不晶分を介躍すれば， 'fR奇の尭盟水中に世直fJ 6.96 のグリスリ y を
合イ『ずる附グリスリン椛金柑る 之を併に石鹸麿iI ' iと隅ずる 此白峰拙を毘膝雌t'C:て哨1詰め，
Jl!1<部閥rh製して制めて柑製クリスリン印ちダイナマイトグリスりン叉はM方グリスリンを判
るのである イ'1れにしても/); (料は附肪である 耐して執行Fが使JfIナるl国冊目H')lfjI念事ら!j"gl'r.目安
問，半聞にJtの供給を仰ぎJ :1じ米シカゴ及び控洲を二大mlJ也と した 黙るに判界'"除ける間間
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是に於
て泊1:: 30  
聞ilhをほ珂し，n色刷形町出阻E行肪と錯すととに成功した 即ち鈍化出は情間れIti"田恒耐'JtljI乙
便!むして問めたものである

14も火怪物ではた〈水車町方、hllζ.'，¥ ' 却するものであるから。-)k.等の波間idJ11:ノjく損金附加して向
色無J込町民ft油とするのである Il!jして軍隊におhば英問JC f/{ り点促せられ，帥世ill I は氷閣の主
配，に白る
6 割以上は浦洲ド11ζ商し，え執同町近世は世界町三大漁:l'''也のーに量生へられてゐる次第である
から，W!I乙仙は執同町- " ，，: x ，とたらざるべからさ。描命にあるが，此町級副{ ヒ油 』2震は敵削大
iFt.j、則的!Jiより割問に帯当 へ，今日IC.}j全ては' "''旨の tJ震とたり s ょに吾人町宮を担うするも白
があるのであります ) ; 、砲町三等割か
四帯型的盟I Uとたったと' " して且からうか
つであるから， J  r . ながら抑話をした次第である
肝，を本筋tζl足してヨ'"ζ姉丸円ζと金抑慌しませう
飛行同を肘刑廃するには トリ・ι 1. " .フZ ノーんとか， ト1・ュト "・トルオールの如き高級出

掛金約斑とする出貰;)大たる陥怖を使111するを比とする 此 "雌績に附するととは桂に高り，
扱て砲臨より肘:uされた開丸が11聞に到辿したとき，的: 猿1 <1噴火して儲盟せしめかばならぬ
之にはfJ汗ぐフユーズ〉と珊する火附け具合冊丸，< 袋Aiしてある 此のfJWには火誼裂と陪す

tζ火が付金，柿九回J陸行中，燃えてゆきつつIIめ規正したる卦必を燃え磁せ! 町市内目的重量に田

る 献し此唱で暗へねばならぬζ とは， J  11宗治、不動かえは緩慢なる砂勤であるならば，此の日
貯の分割を介はずtζ人JJでも，1111こ介A が，飛行聞の出} ) は也い，而もJtの射距離も時々訓々鑓
化 r7.>，王"応人} )では間に合点 昂ではない 是に鈴てか向甘砲には特監のf，n- r 掴恒が火砲に佐
治せられ，品治、附巾聞にえli車合f1!l与するl加としてあるから，開丸全共のhl:内に立てさへすれば

娃も問払幽崎
町一腕と百へよフ

とと治" 川々ある
此の燃を開する鵡，時計r:H1が暗部研究された此の時計f:iW は「会組以前より制註されたも

慣は{中 k I 8 f < ない帥酎を弛れたい 欧洲火聴から岐に 20 飴角を経過して居るが， JtQ.)聞から
J l .として時肝f I叫があると と金聞かれたら，兵器。ー帯分も同町なも町であるとと

在感ぜらるであら う

!!' =- ト" ・ベ y ゾール， ユト υ・7 フタリ :-'， ""ト " ・クレゾール，ユト n ・ヤシ u ール却の郎
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染料円山本13えは，t'/lIIIJ;(料である
である f冊位。ととは後に1l1lfrfiする〉而して前に途ぺアヒベンゾールのおiきは天鼎1rJUj又はヲ
セチリン等より合成払削/0)割埴し叫る方訟もあるが，凡て赴匁の灘品拡石左足。乾冊目ι1括的制
庫相である
なる凶係があるものであるかが抑刊りになるでありませう 白1ち赴さ容の工車。唖述が， :)，、蝿熔
Z曜の製埴叩特を結晶ならしむる所以であるのであります
Y 胞から帽丸 H rちi!¥-rには無抑火斑を裂します 揖時火離は冊11:.繊維; R式と， ヨルグイト

般!刑制， X ーテ' . ，タリスリ: /，

ルコー)1"，:r.-;;-ルの械に混ぜ叫日和し，酎朝間を加へてu 1 l 押成形したものでありまナが，

乞少し抑訴したいとイfじます
冊僚はjflリ11としては主It火掛. l畢蝿の耐iヒJHIC使ぷが， とれは叉染料白冊ItJlIlC必具、不可棋
のものであるととを iIIIIC連ベた 耐して染料工重は押承知町如〈合成1"I揖{ι桜J 阜の小幅舎内

.:s:車内ーでb るのみなら十，昨耐吋りては位もIII聾たるJ白書乱 lfJli.持ZIi且び，:J;]t:期間It相 E
なるYi係を市ずるから，1 J 1 る皿弾叫すべきでお。 除洲大融制から揃躍を完成し，1lt-W-IC.¥iJ1JfI  
を1且はしつつあり しは，訓" " 向の劃〈覇地であって，瑞翻もるが世北は少いが，市紐染料の製品a
では有f1，であった 貼出火砥勃置に際し8臨畠品の桔入札組のため，世界各阿で苦柿をlIf，じたも

右械の次第で時国民於ても，¥ の際染料工. 1 ¥ が; ! j !

倉ととである
此OJ1f(型なる:'1:$ 1亡批も必!lt{;tLる冊般のJ:i?i:的生誕迂t訟は:Jal{'可と由1五 iζ
1. 
;s討中空控訴1剖〉山ζ1/{る

外ないのである 冊般刊辿由-tll;J'l.fI"Jffi地は南北材利であって，此町民裂なる附料& - '11.(7) 
地に，Rむるととは如何にも心細き限りである 係るに科研の地t1-'IC. (J{り話'1'さ徒指I制定1i訟を大
成したのは，潤り問肪ょのみなら-t， tU:::W-人類に到する一大制符であるのでるる
E主中甜嵩固定訟 に出る冊般の割増は 2 館に大別するととが出来る
印ちアークま1，とアンモ品アi1:とである
アーク担、とは強)Jなる官弧It.U'ミり語s.，.i.'1'の般事と翠識とをむ瞳iじ合せしめて舷1ι常識 (SO}

ブ1;i1 であって，世間では此の方11;ば，，::)'，として成立して居ない

て，覗岡では此" ' 1 .肘ムが蹄11普且して昂る 而して之に要する製趨出制たるア:/-'(:- =-γlま，大
又4 勾z同県O)illtl1irc. f下ひ白金の控醐剛
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四 ft りtζ借佑ヨバルト又はf抱えぴ許鈴時金網伐として製遣するととが出来る掛にたった
開;;i("知01.):W' < アンモιア合成灘、中世界的に布t : '.た;':'b

刻、， フアウザアi1:，ウ デ11" 日本の'1'史問掛町の方程匁であるが，邸)Jや辺直に2 l品とそあ
IL，仰れも溜需とlk識と を某極度，北川I 1Jのートーに聾商用の銚介Jζ依り，ヲンそ z アtζ合成する
ものであって，通常之を硫絞っンモーアに蹄却し肥料と してili版ずる 誕の他袋小車諜"1定の
- )'1;としてシベナミツ下11，;がb る
叫闘にl伶ける庄中52紫回定に依る崎宏掛出J 車は近代間大なる曹訟を堪げ，J(の並立羽1<0帥
き正に世界< of包接:.羽閣たる澗温をillひ越さんとする盛大さであ匂 J(の抑制iま岐に間知白と
とであるから之をそf時し， 識は凡て科串の日踏であ り，而もーとして兵器K 関係
のないものはないと云A とと金 '1'よぐるに止める
J(の位取1 I i として碓' I ¥ t 盟民世帯也市i貯陀必聾であるが 前， 9r::-" しく なるから併時ずる 又

火砲のととに付向田話したきとともi引 11あるが，時間の凶係もあるから此の{なにして，衣に飛
行聞の製油3えは紛UIl IC必要なる，-市 町質問uζ就き岬話するζととしよコ
1略行闘には砲悶由， 1tt妓掛，I且昭世FJFの匝別があ Q，各 .l:Jtq)任務，)I! i 主に依り情誼をJてにす
る 而して世相は多 く木製又は木金昨川艇であったが，今日で低金尉裂が主とたった
金凪製飛行掛々世には一部特.nの削併をJIIふるが，主要たる材料はアルミエュームを主成分と

する軒令金である 此白担合金で引fれたるはデa ラルミンと隅し，満ifuラインラン 円也1ilC在る
D U I'IICI' ¥¥"crlw 
ものである 恰も大阪佐古仲i ' WJi庁にて割坦ずる担合金を住友担合金と吊すると向山である

{刷しも大I司' Hもであって， 04- 5 % 白アル ミユ昆
ムを出:;{料と し，赴!と少量の制" ンガン，Jtの他の元紫を配合したものでi! ' >る
アルミユ A ームの製埴o : : >M輯としてはポーキサイドを使用するを骨組とする 而して敵耐に

]I[}:干に鈴ては印庇とスマ トラにi1Ul¥するが，遺憾たがら内地

であるが，叫に持ばしきととである 。
/l 

辿した ，J(の』切るより此町1Il裂なる制令金品製描J :i草献立の院がqttし〈なれ巡次企準品も佐
とたり，今 nでは謀格に 1製油所" 荊耐に1製油所7 内地にみ 4 の製品、所を監ふるに韮った

産する作土瓦岩を使JIIする 然しまだin躍の査部を自給し判る松且には越しないので近頃車に
摘克骨量が込，行中であると僻附する
は，倒防」ニ般に科ばしきととであ。
る酎であらう
夢、iζ航答慣用枢合金町出科として1 f (嬰たるものはマグネシ品ームである 元来金串マグ才

L乍ームは金国アルミ品ュームより以前tζ唖JLさiLたものであるが， 'lIIf析は世帯?にJtしコ ft上極

で卦の唖述をみたかったのである
M 鈷':};怯も部し〈改良せられたlS，
献〈へからざる出制とたった 1'1下前田両 M g 合金が科拶君子1111に於て研究されつつある紋21止が
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成功の暁には益々" の苅注を蛸大するであらう
企凪? グエ手: /:.. ム自製品九{ 料としては，! 避の苛汁とーグネサイト臨を主要なものとする 而

ム! ! 迭に就ては税問は'111:界耳1-.Q)i1ow問たるへきilli命
をイfし，又fk非たらねば念らぬ白である 是が1 ' ¥ には世雌盟百たる: 日訳。パJ¥給を時保するとと
と製法方式に況で] l ! 1'C -段目研究を望まざるを4リないのである
目下現IL金凪マグ不シュームを製描しつつある世闘の合祉は 2，3 を数ふるも，山口聴宇都に

工場ι有す心理研金凪株式合枇をJiz大とする
理化& } !、問究所' "研究i亡成る"j;世に依り製描しつつあり g抗0 製法能力も越年物jfuしつつあるが，

克に内金制マグ不シュームは時間の!J;CHをJlI
叫世間訓串者叩研究にかかる方法に依り生毘されつつめるととは，些か立を闘うするに足る
ものである
f土主主に唱え聞に於てl¥lも立迎れたる問題であり 11灯も悶防上住日明日JMである摘間計特にi!て

抑帽しようと思ムが， n捻り時聞がたいから恒〈嬰肪だけに止めて世きま子
，l{)jl伎の鍵ともm'j. s へき航宰世を和め』ド舷，戦JII，自動市等白熱料と友る.m喪主自lであQ 然る

とは問知田市.1'lである，Yi惚脚料の1 '1給置として棋米の叫集をみるi亡
1  悶内山HIの間資Illl世 2.  W 外剖l聞のl占件 3  おおh代)IJIfl'l Q)化般的製品

等であるが. rlJ に就ては剖ぬ! ! I ! :臥すべきととながら，111来石市JJ'f加に乏しき唖凶に必 Cは凶
内hbmの1111 ' : 控は融り多くを期f与し叫べくもない 叉 r2J 印ち海外ilhmの舵叫に就ても元来石

i拾っ
て之が根本的解決$ f ( として世間と岡山を同じくする辺距卑に除けるが如1(  ，石油代用品の製活に
依る外たいりである 政府に於ても枯I，J従市のi1 ' l倒的なIff議政官より， m制的な代用品目日韓政
賀 l亡仲jfu
を制定し，前粁は坦説及び奨励金のう芝付にU< り人造石油事裁を慨:甚助長すると叫1 ' : ，群小企克;
の乱立を防く'3i.前から，止を許可企xとして，統制ある積越を計るを同的とし i没者は資本金

自である
石茨よ り人逝石油を灯るには相〈常磁的i乙I!I-Itl;f， (1)分子2L2刷。より 1加に引下げる ζ之
(2)般紫，袋謀、耐貨の如き元詰を除去するとと (oj水車l虫講の北 ().li5 より 2.00 に引き上
げるとと， ('1 出来た製品は市場の規怖に合致するとと，の回係何を必! J t とするのであって，現
在研究せられたる方怯には次の官貯どがある
1.  ifi接取化怯 石器又は低ilaグ←ルト乙也甚ノh誌を路加する方法
2. !111m液化弘司可決を舵節して瓦斯化し，

むる:1;11
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明克方訟があり低地タールに水講師加はf I ふ担1盟昨式合枇. ' . t ¥ 井氏。特許がJt町一方11であり，
Jr;!料1[附より白合成は闇温フ作シャの研究が代型的のも白である

されて川るが，JtのE 到なるものは，(1.) 醐織の企業に成る相聞に除ける布棋の庇搭11定化，(2) 三
( 抑制町! 石器工: 主の阿帯地に於ける布掛A びタールに水講

師)111，(.1)満州jllJ(ιl 民白i町 11ll'jlcl I をけるタールに水諜昨1m. (5) 湘削l同特聴合最1"-'制州に鈴Ij
-0フ付シャ説、匂であって，北のf也n本1広1:， r円!オホ‘産E主Eさ等申tにζ鈴てもメ犬之々 日目h!盛t炉，小叉ほ]il消r汗t  
恥乎下'1ドgとιHよるる
以上町' "

以上金J'J.てJJ.は例を飛行田とtr，q.f胞とに取り，之が製品‘Zえび拙川に必! A ( なる3 -;:lPI'唖を時逮• した出りである

Jtco聞軒を分析すればあらゆる金樹，化製』蕗Bihを包骨しp 之を製
泊するに外航町閥!&lt.tる器111畏同 t;Z::.Rする 要するにil':iAfl:l'.tt金属ヨ主，拍qU:J住，型地 r.-l1
の谷田工. 1 ' iの綜合}JIこ依り相拾の出量をJI " ! ) 押ぺきも白であって，聞も訓町一端' I ! に於てIパー
の叫r.rrありとせんか，"I':;J . i k : 般の開始に嵯扶を裂し，折/ 11償却3し刑制したる兵日も J(の}<<JJ t;: 

<令官金能を拙めて些か鳴るを期せねばたらね町である
以上足時間に出りj J ! べ，j ' りましたが，結M は「科阜のf I T)C，科早穆4の利j川11υ」とミz及f乏‘λふ白量I加骨で斗必Eき
る町であり 1ま主ず ，時串拍bか、.q覗E収b巨問T耳4とは、事l匹iI悩』を』

'i;常t時 IU枇l蛇I:J非早の何人も之カが、f班U!興4処HはよE質(1にζ梓4必占で1た=いと 1.1じてJ.i;.つプた'，;1にζf有祁拘f合勾.) J  
iは土ら-宇t，f叩世治か‘十監，年寸tにζして瓜雌を排し， ' 1 l I : 外をして唖似たらしむる加をSI.かなi虹叫出りを且せ
たのであります 兆円!J;(

11的をm 曲し， jjOmO )千和を拙: u : L，阿世iの段世を期するには，・同氏な位
。一致したる柑岬町出11 と， . ，串の研究と的早の盟JIIの外ないのであります 慨に同串の出興
は漏り問防J，必到なるのみたら'I'， F町内全lt Iil主し氏刺金J，'，]J:'Jる所以でもあります Ij1 <古;t;

I町n訂Iも3汎E  
の軸i出t:d
凡τl川i日l』柏の1慣π飢lはまi. 1'1酷鞠tにζ6労守j刈』と軒} ) の加へ方のi阿v却如{何可に依つて5定i立zまるものでaあbる e街樹s封i  

木に舵て初λならlばまA木〈のまま甜としてE賢王る埼合£ι， }Jを加へて水晶として直る
.L!.}{子とは)(0)慣がiA;・

真に之を却に就て'1'しますならば.Ir.
却したままの繍闘は i庖 10 t豊田のものでめる治ら之全両地に僻かして蛙織とすれI:t'Jtq )倒はa宣
告する. J / ! に之全斗喰宜 C由理し鴫伍して摘材とすれば又Jto ) 慣が倍加する 若しそれ会特殊の

て間同とするならば， 1 磁 2000聞にも 3000固にも，j，Ifにそれ以上にもたるのであります 赴
昔前'! J 円加へ1;のH 庇如何K 依るのであって所調科串の和umの外ないのであります
相'，:J!;は押同町活大に'fI'，助努力 しよフではあ りませんか


